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伊
達
騒
動
編

　

仙
台
藩
の
御
家
騒
動
と
し
て
世
間
を
騒
が
せ

た
伊
達
騒
動
は
、
後
に
風
説
や
創
作
が
加
え
ら

れ
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
、
小
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
作
品
は
、
俗
に
「
伊
達
騒
動
物も

の

」
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
大
名
家
な
ど
で
実
際
に
起
き
た
内

紛
・
事
件
を
題
材
と
し
た
御
家
騒
動
物
の
一
つ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
伊
達
騒
動
物
の
中
で
も
著
名
な
も

の
が
、
歌
舞
伎
な
ど
の
演
目
と
し
て
今
も
人
気

が
高
い
「
伽
羅
先
代
萩
」
で
す
。
こ
の
作
品
は
、

伊
達
騒
動
の
舞
台
を
室
町
時
代
の
奥
州
足
利
家

と
い
う
架
空
の
家
の
御
家
騒
動
と
し
て
脚
色
し

た
も
の
で
す
。
歌
舞
伎
の
「
伽
羅
先
代
萩
」
は
、

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
初
め
て
上
演
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
伊
達
騒
動
を
扱
っ
た
ほ
か
の
歌
舞

伎
や
浄
瑠
璃
か
ら
見
せ
場
や
設
定
を
取
り
入
れ

る
な
ど
の
改
作
を
重
ね
、
明
治
時
代
中
期
以
降

に
作
品
の
構
成
が
定
着
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
伽
羅
先
代
萩
」
の
登
場
人
物
で
有

名
な
の
が
、
幼
君
足
利
鶴
千
代
に
乳
母
と
し
て

仕
え
て
、
彼
を
護
衛
す
る
政
岡
で
す
。「
御
殿

の
場
」
と
い
う
段
で
は
、
実
子
で
あ
る
千
松
を

犠
牲
に
し
て
ま
で
主
君
を
守
り
ぬ
く
、
忠
義
を

貫
く
乳
母
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
鶴
千
代
は

亀
千
代
（
の
ち
の
四
代
藩
主
綱
村
）
に
相
当
し
、

政
岡
の
モ
デ
ル
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
綱
村
の

母
で
あ
る
三
沢
初
子
と
す
る
説
が
特
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
御
殿
の
場
」
で
の
政
岡
の
見
せ
場

の
一
つ
が
「
飯
炊
き
」
で
す
。
こ
の
場
面
で
は
、

幼
君
鶴
千
代
の
暗
殺
を
恐
れ
た
政
岡
が
、
お
な

か
を
空
か
せ
た
鶴
千
代
と
千
松
の
た
め
に
、
御

殿
に
あ
る
茶
道
具
を
使
っ
て
、
自
ら
食
事
の
支

度
を
し
ま
す
。
歌
舞
伎
で
は
、
茶
道
の
点
前

に
の
っ
と
っ
て
米
を
炊
く
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
す
。

ま
た
、
食
事
の
準
備
が
で
き
る
ま
で
の
鶴
千
代

の
ご
機
嫌
取
り
と
し
て
、
千
松
に
雀す

ず
め

の
か
ご
を

出
さ
せ
て
雀
の
小
唄
を
歌
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
「
飯
炊
き
」
は
、
浮
世
絵
の
題
材
と
し

て
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
掲
載
図
版
は
、

役
者
絵
を
得
意
と
し
た
三
代
歌
川
豊
国
の
作
品

で
す
。
画
面
の
中
央
に
は
、
緋ひ

色い
ろ

の
着
物
を
身

に
ま
と
っ
た
政
岡
が
、
茶
道
具
を
使
っ
て
飯
炊
き

を
し
て
い
る
様
子
が
表
さ
れ
ま
す
。
そ
の
隣
に
は
、

千
松
（
画
中
で
は
「
仙
松
」
と
表
記
）
の
姿
も

見
え
、
そ
の
傍
ら
に
は
鳥
か
ご
が
置
か
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
画
面
右
側
の
上
段
の
間
に
は
、
鶴
の
屏び

ょ
う

風ぶ

の
前
に
座
る
鶴
千
代
が
描
か
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
着
た
御
殿
女
中
た

ち
の
姿
や
伊
達
家
の
家
紋
に
ち
な
ん
だ
“
竹
と

雀
”
な
ど
も
描
か
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
に
ぎ

や
か
で
華
や
か
な
印
象
を
受
け
る
作
品
で
す
。
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▶お問い合わせ　〒980-0862  仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
　　　　　　　　TEL：022-225-3074  8：30-17：15　※土・日・祝休日を除く
 

▶博物館Ｘ（旧ツイッター） 　＠sendai_shihaku
▶博物館ホームページ 検 索仙台市博物館 ⬅

※当館は現在、大規模改修工事に伴い休館しています。

これを祝し、おめでたいしるし
を表した資料や縁起物などを、
体験や遊びとともにお楽しみ
いただく記念祭を開きます。

【開館時間】9：00～16：45（入館は16：15まで）
【休 館 日】毎週月曜日（4/29、5/6は開館）、5/7（火）
【観 覧 料】一般・大学生460円、高校生230円、
　　　　　　小・中学生110円

最新情報は、博物館
ホームページでご案
内しています

仙台市博物館は、

４月２日（火）より
再開館します！ ４月２日（火）～5月２6日（日）

仙台市博物館再開館記念祭  企画展

※各種割引料金については、ホームページでご確認ください。資料画像：布袋置物（仙台市博物館蔵）
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